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◆Internet Week 2007のテーマとプログラム

今年のInternet Weekのテーマは、「東京でディープに語

る4日間」です。

このテーマに込められた思いは、今年のInternet Week

を、「インターネットに関わる人達が一堂に集まり、今解決

しなければならないさまざまな諸問題について深く話し合

う（議論する）」場にしたいということです。第一線で活躍

される方々による講演のみならず、インターネット関係者

がこの場でしか話せないような問題について議論する場と

なっているのが、このInternet Weekの特色の一つです。

プログラム委員会が、「今、ネットワーク基盤を支える我々

が必要だと思うこと」をキーワードとし、積極的にコーディ

ネートしたプログラムは、（表１）の通りです。また、協賛

企業によるランチ付きセミナー（無料）や、一つのテーマ

について自由に議論できるBoF（ボフ）も開催します。

インターネット基盤技術の最新動向をつかんでいただくと

ともに、スピーカーと参加者の皆様が一体となって熱い議

論 を 繰 り 広 げ て く だ さ い 。 詳 細 に つ い て は 、

http://internetweek.jp/ をご覧ください。

◆今年の注目プログラム「IP Meeting/Internet Forum 2007」

Internet Week 最終日に開催する「IP Meeting/Internet

Forum 2007」をご紹介します。このプログラムはまさに

「2007年インターネットの技術動向をクイックに俯瞰する」

プログラムです。

午前は、ネットワークの基盤や運用に関わるさまざまな

テーマについて、2007年の動向を振り返り、今後の展望に

ついてレポートします。

午後は、「我々は『インターネット』の何を知っています

か～ネットワークの中立性とは～」をテーマに議論を繰り

広げます。インターネットが生活に不可欠になったからこ

そ、ネットワークはどうあるべきか、多くの有識者によっ

て協議されています。しかし、「インターネットにどうあっ

て欲しいのか」は、人それぞれ異なるものです。「私にとっ

てのインターネット」を考えつつ、ネットワークはどうあ

るべきかを、今回のInternet Week 2007をコーディネートし

たプログラム委員が、皆様とともに議論していきます。

この午後のセッションには、次のページからの、総務省

の谷脇康彦氏寄稿の「インターネットが変える、インター

ネットを変える ～インターネットを巡る七つの視点 ～」を

あらかじめお読みいただくと、さらに踏み込んで議論にご

参加いただくことができます。

今年も、幅広い観点から、皆様とともに「インターネッ

ト」を考えたいと思います。皆様のご参加を心よりお待ち

しております。

（JPNIC インターネット推進部 根津智子）

2007年11月19日(月）から11月22日（木）にかけて、秋葉原コンベンションホールにて

「Internet Week 2007」を開催します。当日受付も可能ですので、ぜひご参加ください。

Internet Week 2007
「東京でディープに語る4日間」
開幕直前特集！

◆変質するインターネット

ここ10年でインターネットは急速に普及し、あらゆる社

会経済活動の基盤となりつつある。かつて“デジタルエコ

ノミー”と呼ばれた「リアルな取引をサイバー空間での取

引で代替することによる効率化」というステージから、「サ

イバー空間での新しい価値の創造と新事業の創出」という

ステージに既に入ってきている。

◆ネットワークの中立性

巨大化・商業化するインターネット。その分析の枠組み

として、ネットワークの中立性という議論がある。総務省

「ネットワークの中立性に関する懇談会」報告書（2007年9

月）は、ネットワークの中立性の基本原則を、以下の3項目

に整理している。

1）消費者がネットワーク（IP網）を柔軟に利用して、コン

テンツ・アプリケーションレイヤに自由にアクセス可能

であること。

2）消費者が法令に定める技術基準に合致した端末をネット

ワークに自由に接続し、端末間の通信を柔軟に行うこと

が可能であること。

3）消費者が通信レイヤやプラットフォーム（認証・課金、

QoS制御等の機能）レイヤを適正な対価で公平に利用可

能であること。

こうした基本原則はどのように維持していくことができ

るだろうか。そのためには、より具体的な視点で議論して

いくことが有益だ。インターネットを巡る七つの視点（懸

念）を挙げてみよう。

◆視点1：インターネットはインフラとして耐え得るのか？

インターネットは研究者間のネットワークから巨大化・

商業主義の一途をたどってきた。インターネットの基本精

神は「自律・分散・協調」だが、これは巨大化・商業化が

進む中で維持できるのか。2010年代初頭には現在のIPv4ア

ドレスは枯渇する可能性がある。IPv6への円滑な移行を図

り、意識することなくネットワーク化が実現するユビキタ

スネットワークは実現可能だろうか。

現在ネットワーク上を流通するトラフィックは2年で2倍

のペースで急増している。ユビキタス化の進展はトラフィッ

クの増加速度をさらに加速化させ、インターネットの「自

律・分散・協調」が崩壊する可能性はないか。ネットワー

ク混雑に対処するため、既に関係者の間ではP2Pなどのコン

テンツ配信技術を活用したスケーラブルなネットワークの

実現に向けた取り組みが始まっている。しかし、現実のト

ラフィック流通量がネットワークの供給能力を超える可能

性もある。その場合、帯域制御はどこまで認められるのだ

ろうか。道路、水道、電力、港湾―いずれのインフラ基盤

も、利用の公平性や運用の透明性が求められる。インター

ネットはインフラとしての要件を満たし得るだろうか。

◆視点2：セマンティックウェブは実現可能か？

インターネットは、検索技術の進化によってさまざまな

情報を効率的に引き出すことが可能となり、爆発的に普及

した。さらに最近では、新しいビジネスモデルが登場し、

プロ・アマを問わずコンテンツ等をネット上に供給し共有

することによって、新たな価値が創造されるようになって

きている。情報をネットから引き出し、情報をネットに投

げかけ、ネット上で共有し、そこに利潤機会が生まれてい

る。

ソーシャルタグのような情報のタグ化も進んでいる。し

かし、ネット上に、新旧を問わず、管理不能なほど膨大な

情報が集積されるようになり、本当に必要な情報を整理し

て効率よく手に入れることは今後とも可能だろうか。今の
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― インターネットを巡る七つの視点 ―

総務省総合通信基盤局事業政策課長
谷脇 康彦

総務省総合通信基盤局事業政策課長
谷脇 康彦 氏

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

時間帯

午前

午後

夕方～夜

午前

午後

夕方～夜

11月19日（月）

PKI Today!

DNS DAY～運用管理のあり方～

日本DNSオペレーターズグループBoF

JPNICオープンポリシーミーティング番外編（BoF）

11月20日（火）

セキュリティホール memo BoF

IPv4アドレス在庫枯渇問題を見通す

第13回JPNICオープンポリシーミーティング

11月21日（水）

地域ネットワーク BoF

11月22日（木）

IP Meeting/Internet Forum 2007

懇親会

懇親会

エンタープライズ 2.0

インターネットと著作権

～みんなのための著作権制度～

事業者がやってよいこと

悪いことを考えよう

The Internet

Operations

表1 Internet Week 2007 プログラム
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インターネットの構造のままで、果たしてセマンティック

ウェブは実現可能だろうか。改良に改良を重ねてきたイン

ターネットは、サイバー空間における情報爆発に耐えられ

るだけの安定性を持っていると言えるだろうか。

◆視点3：ネットワークの選択の自由は確保されるのか？

ネットワーク設備を保有する通信キャリアは、現在、

NGNの構築に積極的に取り組んでいる。NGNの構築が進む

と、果たしてインターネット（the internet）との共存は可

能だろうか。NGNは自網内に閉じている限りはエンドエン

ドで品質保証も可能なIP網だ。また、インターネットに抜

けていくためには通信事業者のアクセス網を経由していく

必要がある。NGNはインターネットの門番となってしまう

のだろうか。

NGNとインターネットという二つのIP網が共存共栄し、

利用者が自由に選択することができる「ネットワークの選

択の自由」は果たして確保可能だろうか。NGNを透過性の

高いネットワークにしていくためには、オープンなNGNの

構築が求められるのではないだろうか。

◆視点4：利用者保護は可能か？

ブロードバンドあるいはインターネットの持ち味の一つ

は「ベストエフォート」という考え方だ。しかし、インター

ネットの巨大化・商業化が進む中、ベストエフォートの中

で最大パフォーマンス値がどこまで得られるかは極めて不

安定になってきている。

インターネットが社会経済基盤になる中、「最大限の努力

をしてルーティングを確保し、通信を疎通させる」という

本来のベストエフォートの意味と、「約束した品質は出ない

が、ご容赦ください」という別のベストエフォートの意味

の相克が生まれる恐れはないだろうか。

そもそも、これまでの通信サービスは原価を把握し、こ

れに一定の利益率を積んだ上で利用者から直接対価を徴収

する形がとられてきた。しかし、グーグルに代表される広

告モデル、フォンのような共益コミュニティ型モデルなど

が登場すると、伝送ネットワークを中心に、“対価直接徴収

型”のビジネスモデルが崩れる可能性は出てこないだろう

か。その場合、受益者とコスト負担の関係が崩れる中、対

価を払う利用者の意向を踏まえてサービス向上を図るとい

う需要と供給の「緊張関係」は引き続き維持可能だろうか。
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また、ネットワークコストの内容が利用者から見えなくな

り、不透明感が高まる可能性はないだろうか。

◆視点5：端末は引き続き端末か？

これまでのネットワークは交換機に代表されるように、

ネットワークの内部に高度なインテリジェンスを内蔵して

いた。通信事業者は、NGNというIP網への移行を進め、

SDP（Service Delivery Platform）という頭脳を持ったヒ

エラルキー構造のネットワークを構築しようとしているが、

これまでのネットワーク構築の哲学との継続性を考えれば、

これも理解できる。

他方、ネットワークエッジの部分にはPCを始めとする多

数のインテリジェンスが集積し、グリッドコンピューティン

グのように、仮想的にこれらを統合管理して使う仕組みや、

端末とサーバが連携して付加サービスを実現するSaaS

（Software as a Service）なども登場している。

インターネットは、果たしてインテリジェンスの集積と

分散がバランスよく実現したものになるだろうか。ネット

ワークエッジの端末機能の高度化は、ネットワークに機能

を制限されることなく、ネットワークをダムパイプとして

使う利用形態を促すことになるのではないか。

他方、こうしたインテリジェンスの分散は、エンドエン

ドで見た場合、端末、アプリケーション、ネットワークな

ど多数の参加者の連携によるサービス提供を可能にする。

その中のどこかで事故が発生してサービス停止に追い込ま

れた場合、果たして誰が責任をとるのかといった「責任分

担モデル」の構築も求められているのではないだろうか。

◆視点6：電脳民主主義は実現するか？

物理的なネットワークには国境という制約条件がある。

しかし、サイバー社会にはそのような制約条件はなく、セ

カンドライフのように、自由に国境を越えた経済活動を行

うことも可能だ。

逆に言うと、サイバー社会において強力な市場支配力が

生まれてしまった場合、果たしてこれを排除することは可

能だろうか。各国の法制度は国境を越えられない。スパム

対策などで各国の連携強化が叫ばれているが、その取り組

みは試行錯誤の段階に留まっている。

また、サイバー社会において国境が存在しない一方、グー

グルの中国進出時の議論のように、各国の政治・社会情勢

には配慮が求められる。しかし、サイバー社会において国

際的な民主主義を実現するためには、どのような枠組み作

りが必要だろうか。ここ数年議論が続けられてきたインター

ネット・ガバナンス問題に見られるように、各国の主権と

サイバー社会における国際協調という観点から、新しい電

脳民主主義の構築が求められているのではないだろうか。

しかし、それは具体的にどのようなものだろうか。

◆視点7：新世代ネットワークはいつ実現するか？

インターネットの巨大化・商業化が進む中、そもそも今

の「ツギハギ」のインターネットでは持たないのではない

かという議論が出てきた。NGN（あるいはNXGN）と区別

して、新世代ネットワーク（NWGN）と呼ばれる議論で、

米国NSFの「GENIイニシアティブ」やNICTの「AKARIプ

ロジェクト」などで議論が進んでいる。

「AKARIプロジェクト」の基本的な発想は、これまでの

ネットワークアーキテクチャを一旦ご破算にして、ぺタビッ

トクラス以上のオール光網で、レイヤ縮退とクロスレイヤ

制御を基本に、IPに捉われない持続進化性を持ったネット

ワークを生み出していこうということにある。これは、今

のIP網のアーキテクチャでは早晩限界が来るという危機意

識の裏返しとも言える。

NWGNの構築は2015年頃の具体化を目指している。その

前段階としてのNGNの構築、あるいはIPv4からIPv6への移

行などとダブルトラックで進んでいく。新世代ネットワー

クの実現可能性をどう考えれば良いだろう。また、そのた

めのロードマップはどうあるべきだろうか。

◆変革期のインターネット

以上の七つの視点は杞憂に終わるものかもしれない。し

かし、インターネットの抱えている「今」と「これから」

を考えるためには、具体的なイメージを基に議論していく

ことも一案だろう。「インターネットが社会経済の仕組みを

どのように変えていくのか？」、そして、その反作用とし

て、「社会経済活動の変化に対応して、インターネットはど

う変わっていかなければならないのか？」という二つの面

から、建設的な議論が求められている。

（本文中意見にわたる部分は筆者の個人的な見解です）
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【主催】

社団法人日本ネットワークインフォメーションセンター（JPNIC）

【企画】

Internet Week 2007プログラム委員会

【後援】

総務省

文部科学省

経済産業省

財団法人インターネット協会（IAjapan）

有限責任中間法人JPCERTコーディネーションセンター（JPCERT/CC）

独立行政法人情報通信研究機構（NICT）（予定）

社団法人日本インターネットプロバイダー協会（JAIPA）

財団法人日本データ通信協会（Telecom-ISAC Japan）

日本DNSオペレーターズグループ（DNSOPS.JP）

有限責任中間法人日本電子認証協議会（JCAF）

日本ネットワーク・オペレーターズ・グループ（JANOG）

特定非営利活動法人日本ネットワークセキュリティ協会（JNSA）

日本UNIXユーザ会（jus）

WIDEプロジェクト（WIDE）

【協賛】

NTTコミュニケーションズ株式会社

株式会社日本レジストリサービス

オーバーチュア株式会社

ネットワンシステムズ株式会社

エクイニクス・ジャパン株式会社

インターネットマルチフィード株式会社

株式会社SRA

株式会社創夢

日本インターネットエクスチェンジ株式会社

三菱電機情報ネットワーク株式会社

【機器提供】

シスコシステムズ株式会社

NECアクセステクニカ株式会社

◆ Internet Week 2007 概要


